
令和７年度 地域防災活動者育成研修会

令和７年６月８日（日）
平塚市 災害対策課 訓練担当



本日の目標

１部 防災講話（１５分）
２部 避難所体験（３０分）
３部 業者による防災商品紹介（４５分）

→ 助成金の活用・自助共助の向上につなげる



本日の内容

１ 平塚に想定される災害と
今日からできる家庭での取り組みについて

２ 自主防災組織の役割について



１ 平塚で想定される災害と家庭での取り組みに
ついて



大雨
噴火

土石流

がけ崩れ

内水氾濫

洪水

高潮・高波

津波 地震（地割れ）

１ 平塚市に想定される災害



ハザードマップを
家族でも確認しましょう！

❶洪水
❷内水
❸土砂災害
➍高潮
➎地震・津波
❻ため池

ハザードマップ

ここから確認
できます↓



０．５ｍ以上３．０ｍ未満
（１階床上浸水）

３．０ｍ以上５．０ｍ未満
（２階浸水）

１ 平塚市に想定される災害

０．５ｍ未満（１階床下浸水）

洪水ハザードマップを
見ると



安全な場所は人それぞれ

避難所

親戚の家

自宅の上の階

普段から確認し、
安全な場所へ早めに避難

１ 平塚市に想定される災害



指定緊急避難場所・指定避難所とは

１ 指定緊急避難場所・指定避難所の違い

【指定緊急避難場所】（小中学校等全５５箇所 ※市外含む）

• 災害対策基本法第４９条の４に基づき、 「地震」「洪水」等災害種別ごとに指定

• 切迫した災害（風水害など）の危険から身を守るために一時的に難を逃れるための場所
（一時的滞在）

• 指定避難所で対象としている自治会に関わらず、安全に移動できる指定緊急避難場所へ

避難が可能

【指定避難所】（小中学校等全５４箇所 ※市外含む）

• 災害対策基本法第４９条の７に基づき指定

• 避難した居住者等が災害の危険がなくなるまで一定期間滞在、又は災害により自宅へ戻
れなくなった居住者等が、一時的に避難生活を送る場所（中長期の滞在）

• 各指定避難所ごとに対象自治会が決まっており、避難所の円滑な運用を確立するために

平時から各避難所では「避難所運営員会」を設置している



１人 １日 ３Ⅼ必要

飲料水

１人 １日 平均５～７回排泄する

（参考) ５回（目安）×７日分×人数分
= 回数必要

トイレ

水・食料、トイレは、一週間分を目安に備えよう

１ 今日からできる家庭での取り組み

３L×７日分×１人分
→ ２Lペットボトル約１１本分

（参考）３L（リットル）×７日分×人数分
＝リットル必要



＜ローリングストック＞

いつも使うものを１週間分を目安に買っておき、

消費したら補充し、常に一定の備蓄がある状態にしておくこと。

（例）飲料水、レトルト食品、インスタント食品、お菓子、

トイレットペーパー、おむつ など

＜フェーズフリー＞

「備えない防災」と言われる、非常時にも使えるものを

日常に取り入れること。

（例）LED付バッテリー、アウトドア用品 など

１ 今日からできる家庭での取り組み



倒れたら
落ちてくると
危ないものはないですか？

１ 今日からできる家庭での取り組み

室内の家具の固定をしましょう！



１ 今日からできる家庭での取り組み



簡易タイプを「５００円」で配布します！

問合せ先 平塚市 災害対策課 直通電話 ０４６３－２１－９７３４

●受付期間 ・ 場 所
商品無くなり次第終了

平塚市役所本館3階災害対

策課窓口

（平日8:30～17:00）

※身分証明が必要

●対象
平塚市内の自らが居住する

住宅で、感震ブレーカー未

設置の分電盤がある方

※1つの分電盤につき1個限

り

ポ イ ン ト
大きな揺れを感知したと

きにブレーカーを落としま

す

電気を遮断することで、

電気が起因となる火災を抑

制するものです

東日本大震災では火災原

因の過半数が電気関係の出

火といわれています

地震後の
「電気火災」対策に！！

１ 今日からできる家庭での取り組み



詳しくは建築指導課へお問い合わせください。

１ 今日からできる家庭での取り組み

木造住宅耐震化促進事業補助金



２ 自主防災組織の役割について



２ 自主防災組織とは

※ひとたび大規模な災害が発生したときに、被害の拡大
を防ぐためには、国や都道府県、市町村の対応（公助）
だけでは限界があり､早期に実効性のある対策をとるこ
とが難しい。

自覚

自分たちの地域は
自分たちで守る

目的

災害による被害を
予防し、軽減する

活動

防災教育、避難行動
要支援者対策、
避難所運営など



２ なぜ自主防災組織が必要か？

災害後 身を守る自助 ⇒ 共助、（公助）

自助

自助

自助自助

自助

共助による組織的な対応！

自助

災害発生

安否確認

救出活動

初期消火

情報の収集
・伝達



２ 自主防災組織の必要性

多くの人が災害前から「自助」をしていない・・・

災害時には、「自助」「共助」と言われていますが・・・

自助

自助自助

自助自助

自助

災害時に、身を守る「自助」ができなければ、
「共助」もできない



２ 自主防災組織の活動の必要性

自主防災組織の日常における活動の目的

地域とのつながり・結びつきが希薄化する現在、
安心・安全な暮らしを守る地域社会づくりには、
「自助」・「共助」の力を高める自主防災組織の
活動が不可欠

①

【自助力の向上】

各家庭での
防災対策の促進

②

【共助力の向上】

地域の
災害対応力の向上



２ 平常時の主な取組み

地域ぐるみでの
防災意識の醸成、

教育実施

①

家庭内の
安全対策の推進

②

地域の
災害危険個所

の把握

③

防災訓練

④

平常時から、防災意識の向上、地域の災害に対する
備え、自助・共助の意識の向上などに取り組む



２ 平常時の主な取組み例



２ 平常時の主な取り組み例

【相乗効果】
・防災意識の向上
・それぞれの役割、強みを理解
◎生徒も一緒に
→災害発生時には、大きな戦力に

避難所運営委員会

地域
（自主防災組織・自治会）

学校
（生徒・先生）

市
（避難所配備職員・災害対策課など）



◆間仕切りテント ◆段ボールベッド

２ 平塚市 避難所配備している資機材の紹介（例）

◆プライベートルーム ◆簡易ベッド ◆ラップ式トイレ
（ラップポン）



２ 平塚市自主防災組織資機材等整備事業助成金について

【購入おすすめ品】

・自助の延長品
（食料、便袋、給水タンク）
・ライト
・蓄電池
・衛生用品（ウェットティッシュ、口腔
ケア、消毒液）
・救急バッグ

希望される自治会は
希望調書締切 ： ６月２７日（金）
ぜひご活用ください！！


